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善する方法
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積層造形とは 
何ですか？

積層造形（Additive Manufacturing）
は、3D印刷と密接に関連しており、デ
ジタルファイルから実際の3次元対象物
を作成する工程です。一度に1層ずつ対
象物を構築するため、Additive Layer 
Manufacturing（ALM）と呼ばれることも
あります。

積層造形は、材料を除去したり成形したり
する従来の製造技術とは異なります。積層
造形を使用すると、他の方法では製造が
困難な非常に複雑な形状や内部構造を持
つ対象物を作成できます。

航空宇宙業界は積層造形を早期に採用し
た業界の1つであり、燃料ノズルやその他
のエンジンコンポーネントの作成に積層
造形を使用しています。医療分野でも、整
形外科用のインプラントや人工装具を作
成するために積層造形が使用されていま
す。技術が発展し続けるにつれて、積層造
形は多くの業界に大きな影響を与える可能
性があります。

すべての製造工程には長所と短所があり
ます。鍵となるのは、プロフェッショナルが
その工程を理解し、組織が競争に打ち勝
つのに役立つ最新の技術を身につけるこ
とです。このガイドでは、お客様の工程で
直面する可能性のある課題と、FARO 3D
測定ソフトウェアおよびハードウェアソリ
ューションがそれらをどのように軽減でき
るかについてご紹介します。
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積層造形工程における課題

最大の問題の1つは、時間がかかるという点です。積層造形
は、特に従来の減法製造手法と比較すると非常に時間がか
かります。これにより、大幅な遅延とコストの増加が発生する
可能性があります。さらに、積層造形では材料の無駄が生じ
ることがよくあります。3Dプリンターは層ごとに対象物を構
築するため、多くの場合、実際に必要な量よりも多くの材料
を用意しなければなりません。そのため、適切に管理しない
と大量の材料が無駄になってしまいます。

最後に、積層造形ではすべての部品で同一かつ必要な公差
を満たすことが減法製造よりも難しいため、品質管理が困難
になる場合があります。そのため、企業は、これらすべての要
素を慎重に検討した上で、積層造形技術が自社に適している
かどうか、適している場合は小規模に使用するか大規模に使
用するかを判断する必要があります。

積層造形は急速に成長している技術であり、幅広い用途で使用できる可能性を秘めています。ただし、 
特に大規模な使用を検討している企業にとっては、いくつかの課題もあります。
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組織における積層造形工程導入の一般的な例

ラピッドプロトタイピング

3Dレーザースキャニングなどの3D測定ツールは、時間を節約し、分析とトラブ
ルシューティングを高速化することができるため、プロトタイピング工程に革
命をもたらしました。

これまで、プロトタイピングは時間と費用がかかる作業であり、物理的な試作
品を複数作成する必要がありました。3D測定ツールを使用すると、エンジニ
アは既存の対象物の寸法を迅速かつ正確に把握できるため、時間と費用の両
方を節約できます。さらに、3D測定データを使用して仮想的な試作品を作成
することもできます。この仮想的な試作品は、費用と労力がかかる実際の試作
品を必要とせずに検討および修正できます。その結果、3D測定ツールにより、
多くの企業でラピッドプロトタイピングを実現できるようになりました。

少量生産

少量生産の場合、積層造形では、フライス加工や旋盤加工などの従来の減法
製造手法に比べて多くのメリットが得られます。積層造形技術は、部品を少量
生産する必要があるが従来の機械加工のセットアップと実行にかかるコスト
を正当化できない中小企業に特に適しています。

また、小規模な企業でも、高価な治具や固定具を必要とせずに、部品を迅速
かつ安価に製造することができます。さらに、積層造形部品は、多くの場合、
従来の製造部品よりも低いセットアップコストで製造できます。積層造形技術
では、使用頻度に関係なく購入して維持する必要がある高価なツールや金型
を使用する必要がないためです。 

プロダクトデザイナーにとってのメリット  

特にプロダクトデザイナーは、積層造形工程を使用することで多くのメリット
を得られます。おそらく最も重要なのは、従来の製造方法では製造が困難ま
たは不可能だった複雑な形状を作成できることです。また、積層造形により、
試作品を迅速かつ安価に作成できるため、テストに非常に役立ちます。

大規模な生産設備を必要とせずに、少量の製品をオンデマンドで生産するこ
ともできます。その結果、積層造形は、革新的でカスタマイズされた製品を作
成するために使用できる強力なツールとなります。
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製品品質のメリット

積層造形を使用する製造オペレーションでは、特に品質管理に関して多くのメリ
ットが得られます。積層造形工程は、精度と再現性を高めた高品質の部品を製造
するために使用できます。また、試作品を作成し、製造に入る前に新しい設計を
テストするために使用することもできます。さらに、積層造形は、再作業や廃棄の
必要性を減らすことで、スループットを大幅に向上させることができます。その結
果、多くのメーカーは、積層造形が自社製品の品質を確保し、長期的なユーザー
満足度とリピート顧客を確保するための貴重なツールであることを理解し 
ています。

有機的な形状と複雑な形状の測定

従来の製造方法とは異なり、積層造形で使用される3D測定ツールは、測定の完
全性を損なうことなく、高品質のデータポイントを生成できます。その結果、積層
造形は、有機的な形状や複雑な形状の正確なプロトタイピングを必要とするデ
ザイナーやエンジニアにとってますます一般的な選択肢になっています。データ
品質の向上に加えて、積層造形には、リードタイムの短縮やコストの削減など、他
にも多くのメリットがあります。

積層造形技術が進化し続けるにつれて、この汎用性の高い工程の用途はさらに
広がる可能性があります。しかし、これを実現するには、エンジニアが使用する
ツールがそのタスクに対応している必要があります。2Dオブジェクトを測定す
る場合、巻き尺やノギスを使用して簡単に測定できますが、3Dオブジェクトの場
合、これは当てはまりません。

つまり、レーザースキャナーやポータブル座標測定機（ポータブル3次元測定器）
などの3D測定ツールと、これらのツールが収集したデータを処理するソフトウェ
アがなければ、積層造形は不可能です。

積層造形工程には3D測定ツールが不可欠

積層造形には、ポータブル3次元測定器などの3D測定ツールが不可欠です。その
1つとして、3Dレーザースキャニングは既存の部品の寸法を迅速かつ正確にキャ
プチャするのに役立ちます。3Dレーザースキャニングから得られるデータの品質
は非常に高く、そのデータを使って3Dモデルを作成し、リバースエンジニアリン
グやラピッドプロトタイピングに使用したり、単に参照したりできます。

さらに、3D測定ツールを使用すると、コストと時間のかかる古い技術による試
行錯誤が不要になり、時間と費用の両方を節約できます。積層造形工程全体で
正確な測定を行うことにより、潜在的な問題を迅速に特定して修正することが
でき、チームと組織はより効率的かつ効果的に作業することができます。最終的
に、3D測定ツールは、積層造形工程を改善できる多くのメリットを提供します。
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積層造形工程を最適化するFARO 3D測定ソリューション

ハンドヘルド、アームベース、三脚マウントの3Dスキャン技術とそれに付随するソフトウェアプログラムは、組織の俊敏性
を高めるための重要なツールです。FARO 3D測定ツールは、次のような幅広いアプリケーションで積層造形工程を強化す
るのに役立ちます。

「Pratt Millerで15年間FaroArmポータブル3次元測定器を使用してきましたが、最新世代ではさらに時間を節約でき
るようになりました。結果として得られる生産性の向上は、当社がサポートするモータースポーツ、防衛、モビリティ業
界全体で迅速な開発サイクルが要求されるプロジェクトのニーズを満たすのに役立っています。FAROBlu xS LLPを備
えた当社の4.0m Quantum Max ScanArmは、金型の複雑さとサイズにもよりますが、以前のScanArmと比較して、カ
ーボンファイバーボディパネルを製造するための金型の検査時間をすでに15～25%短縮しています。Pratt Millerが専
門とするタイトなタイムラインでは、測定パートナーによるこのような機器機能の一貫した改善は、お客様の競争上の
優位性を維持するために欠かせません」

Francis Wilson氏 
Pratt Miller 品質マネージャー

品質 
管理

リバースエンジ
ニアリング

アフターマーケ
ットデザインと部

品生産

ラピッドプロト
タイピング 工業デザイン交換部品の生産
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非接触式の測定アーム
技術のグローバル標準
部品や治工具が非常に複雑
な場合、接触プローブを使
ってもすべての測定値を取
得できないことがあります。
レーザーであれば迅速かつ
正確に取得できます。そんな
時、主要メーカーが採用す
るのがFARO Quantum Max 
ScanArms、Quantum Max 
FaroArm®ポータブル座標測定器（CMM） 
の測定能力とレーザーラインプロー 
ブの非接触式機能を組み合わせたものです。

また、Quantum Maxには3つのLLPが用意されており、プ
ロジェクトの要件に応じて、測定精度、速度、またはその両
方を最適化することができます。どちらのLLPを選択して
も、3D ScanArmは工場や現場などのあらゆる環境で正確
な計測を行います。

非接触式の測定アー
ム技術のグローバル
標準

部品や治工具が非常に 
複雑な場合、接触プ 
ローブを使ってもすべ 
ての測定値を取得でき
ないことがあります。レ
ーザーであれば迅速かつ正確に取得できます。そんな
時、主要メーカーが採用するのがFARO Quantum Max 
ScanArms、Quantum Max FaroArm®ポータブル座標測定
器（CMM）の測定能力とレーザーラインプローブの非接触
式機能を組み合わせたものです。

また、Quantum Maxには3つのLLPが用意されており、プ
ロジェクトの要件に応じて、測定精度、速度、またはその両
方を最適化することができます。どのLLPを選択しても、3D 
ScanArmsは工場フロアから現場まで、ほぼすべての環境
で正確な測定値をキャプチャします。

リバースエンジニア
リングのための3D
スキャンとメッシュ
生成

最先端のFARO  
RevEngソフトウェ 
アプラットフォームは、包
括的なデジタル設計体験
を提供します。このリバースエンジニアリングソフトウェア
は、積層造形工程のために、3D点群データから高品質のメ
ッシュやCADサーフェスを作成および編集するのに役立ち
ます。工業デザイナーは、このメッシュモデルを使用して、さ
らなる設計や3Dプリントを行うことができます。

スキャンからCADへ
の変換を短時間で — 
数百万のデータポイ
ントを含む大規模な 
スキャンデータセッ
トを、他のどのリバー
スエンジニア 
リングソフト 
ウェアよりも高速に
処理します。

Geomagic® Design X™を使用すると、履歴ベースのCADと
3Dスキャンデータ処理を組み合わせたリバースエンジニア
リングソフトウェアによって実際の部品をデジタルパラメト
リックCADモデルにリバースエンジニアリングし、最も最適
な結果を実現することができます。3DスキャンからCADモ
デルを迅速、正確、確実に作成し、既存製品から新しいビ
ジネス価値を生み出します。

FARO Quantum Max 
ScanArms

FARO CAM2®  
Software

FARO RevEng™ 
Software

Geomagic® 
Design X™
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わせください。

あなたの仕事をより楽にし、より多くのビジネスを獲得する方法

世界中のエンジニアが、作業を改善するために3D測定ソフトウェア
およびハードウェアソリューションを採用しています。FAROの専門
家にご連絡いただけましたら、機器のデモをお客様のサイトで実際
にご利用いただくことができます。

積層造形工程全体を通して精
度、速度、歩留まりを向上させる

よう、FAROツールはさまざまな方
法で課題が解決できるようにサポ
ートいたします。これらのツール

で貴社をサポートいたします:

より高品質な製
品・商品の提供を
通じてリピート顧
客を獲得できるよ

うにします。

プロジェクトのスケジュー
ルとタイムラインをスピー
ドアップし、市場投入まで
の時間を短縮し、エンド
ユーザーの満足度を高め
ることで、 企業が下流で
より多くのビジネスを獲
得できるようにします。

3D印刷プロジェクト
の品質を維持または
改善しながら時間を

節約します。

光沢のある黒い部品
やオブジェクトをスキ
ャンし、視界から外れ
た場所への測定アクセ

スを取得します。

製造データを 
簡単に解釈できる

ようにすることで、 
情報に基づいた迅
速な意思決定を可

能にします。

レガシー部品とプロ
トタイプ部品の両方
をリバースエンジニ

アリングすることで、 
オペレーションをフル
稼働させ続けます。

費用を削減し、積層造形
工程全体を通して材料
の無駄を減らします。

https://www.faro.com/
https://www.faro.com/ja-JP/Products/Request-a-Demo?utm_source=google&utm_medium=search&utm_campaign=Additive%20Manufacturing%20%7C%20Guide%20Button&cid=7013p0000016HRmAAM&ls=Search%20Advertising&pint=ScanArm&mc=9075698&psint=MULTI&vrt=3D%20Metrology&lcs=Requested%20More%20Info

